
 

 
成人歯科健康診査再受診勧奨事業における対象者の検討 

 
１ 成人歯科健康診査再受診勧奨事業 
（１）対象者・発送時期 

成人歯科健康診査の受診率向上を目指し、当該年度４０歳、かつ前月末までに成人歯科健康
診査が未受診である者を対象に、平成 30 年度は１２月送、令和元年度は１０月にハガキ郵
送による再受診勧奨を行った。 

 
（２）送付したハガキ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）実績 

 
 
受診率の前年度比較では、年度受診率は 2.7%増加し、再受診勧奨者の受診率は 4.1％増加し

た。発送月から受診者数は増加し、１０月から１２月は前年度よりも増加、１月から２月につい 
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資　料　３

①月別受診者数（４０歳）
健診

対象者数
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

年度
受診率

平成30年度 4,210 12 34 25 28 21 30 32 28 59 92 0 361 8.6%
令和元年度 4,120 13 31 18 27 34 46 74 72 57 92 1 465 11.3%

再受診勧奨時期：Ｈ30年度は12月発送、Ｒ1年度は10月発送
②４０歳への再受診勧奨後の受診状況

再受診
勧奨者数

平成30年度 4,091
令和元年度 4,031

再受診勧奨後
の受診者数

再受診勧奨者
の受診率

179
342

4.4%
8.5%

図１ 平成３０年度送付ハガキ 

 

図２ 令和元年度送付ハガキ 

 



 

 
ても、前年度と同様の水準で推移した。再受診勧奨ハガキの効果は３か月をピークに５か月間継
続されたと考える。 
 
２ 令和２年度再受診勧奨ハガキ送付対象年齢の検討 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
進行した歯周病を有する者の割合は４０歳から５割を超える。厚生労働省への事業報告の基準

が４０歳からであり、保険者努力支援制度交付金の対象も同様であることから、引き続き４０歳
への再受診勧奨を提案したい。また、発送時期については、１０月発送としたい。 

 
 

 
 


